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�
市
民
が
つ
く
る
小
平
市
議
会

議
員
選
挙
立
候
補
予
定
者
の
公

開
討
論
会　

４
月　

日（
金
）午

１３

後
２
時
〜
５
時
。
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
。
無
料
。保
育
あ
り（
要

予
約
）。手
話
通
訳
あ
り
。�
政

治
・
知
り
た
い
、確
か
め
隊
・
森

野
０
４
２（
４
７
８
）８
４
７
０

�
小
平（
社
交
ダ
ン
ス
）愛
好
会

創
立　

周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

３０

　

４
月　

日（
土
）午
後
６
時　

１４

３０

分
〜
９
時　

分
。
福
祉
会
館
市

３０

民
ホ
ー
ル
。
会
費
１
千
２
百
円

（
前
売
り
あ
り
）。久
保
圭
司
・
和

音
組
ほ
か
の
デ
モ
あ
り
。
�
相

川
０
４
２（
４
７
４
）７
７
３
０

�
練
功
十
八
法
短
期
講
習
会　

前
段
…
４
月　

日
（
土
）、
後
段

２１

…
５
月　

日
（
土
）、
益
気
功
…

２６

６
月　

日
（
土
）、
午
前　

時
〜

２３

１０

午
後
３
時
。
市
民
総
合
体
育

館
。
会
費
１
回
３
千
５
百
円
。

�
日
本
悠
久
之
会
・
坂
口
０
４

２
（
４
７
８
）
８
９
２
４

�
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
小
平
三
団

無
料
体
験
入
隊
（
三
団
祭
）　

４
月　

日（
日
）午
前　

時
〜
午

２２

１０

後
１
時
。
団
舎
（
二
小
南
側
）。

幼
稚
園
年
長
〜
小
学
５
年
生
の

男
子
と
保
護
者
。
ミ
ニ
ス
ポ
ー

ツ
大
会
。
昼
食
付
。
�
宮
崎　
０４２

（
３
４
３
）
３
３
８
５

�
映
画
「
蟻
の
兵
隊
」
上
映
会

　

４
月　

日
（
金
）
午
後
２
時

２７

〜
３
時　

分
、
７
時
〜
８
時　

４５

４５

分
。ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル
。

費
用
１
千
円
。
池
谷
監
督
の
ト

ー
ク
も
あ
り
。
�
九
条
の
会
・

小
平
・
木
村　

（
３
４
３
）
０

０４２

４
５
６
（
第
２
こ
だ
ま
内
）

�
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

５
月

６
日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後

１０

３
時
。
雨
天
中
止
。
無
料
送
迎

バ
ス
あ
り
。
模
擬
店
。
出
店
者

募
集
…
４
月　

日
（
日
）
ま
で
。

１５

出
店
料
の
一
部
は
市
に
寄
付
。

�
日
立
自
動
車
教
習
所
・
武
田

　

（
３
２
１
）
３
９
８
１

０４２�
第
８
回
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
国

際
交
流
春
の
市
民
ふ
れ
あ
い
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

５
月　

日
２０

（
日
）午
前　

時
〜
午
後
３
時
。

１０

雨
天
中
止
。
一
橋
学
園
南
口
花

の
ロ
ー
タ
リ
ー
（
一
橋
大
学
通

り
）。出
店
募
集
…
百　

組
（
ア

２０

マ
チ
ュ
ア
２
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
）、出
店
費
１
千
円
。申
込
み

…
４
月　

日（
金
）ま
で（
必
着
）

２０

に
は
が
き
に
代
表
者
の
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号

を
記
入
し
一
橋
学
園
南
口
商
店

会
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委

員
会
（
〒　

�
０
０
４
５　

学

１８７

園
西
町
１
�　

�
２　

西
東
京

２５

調
理
師
専
門
学
校
内
）へ（
先
着

順
）
�　

（
３
４
４
）１
５
２
１

０４２

 
★
太
極
拳　

健
身
会　

木
曜
日

午
後
１
時　

分
〜
３
時
。
市
民

３０

総
合
体
育
館
。入
会
金
１
千
円
、

月
会
費
３
千
円
。
４
月　

日
・

１９

　

日
無
料
講
習
あ
り
。
�
笠
原

２６
　

（
３
４
３
）
３
０
７
２

０４２★
ミ
ニ
テ
ニ
ス　

ド
リ
ー
ム　

第
１
・
３
木
曜
日
午
前　

時
〜

１１

午
後
１
時
…
小
平
元
気
村
お
が

わ
東
、
第
２
・
４
木
曜
日
午
後

１
時
〜
３
時　

分
…
市
民
総
合

３０

体
育
館
。
月
会
費
１
千
円
。
用

具
の
貸
し
出
し
あ
り
。
�
大
井

　

（
３
２
８
）
３
３
０
４

０４２★
リ
ト
ミ
ッ
ク　

ド
レ
ミ
の
会

　

月
２
回
月
曜
日
午
前
９
時　
３０

分
か
ら
（
１
歳
６
か
月
前
後
）、

　

時　

分
か
ら
（
２
歳
６
か
月

１０

３０

前
後
）。
ル
ネ
こ
だ
い
ら
。
入

会
金
２
千
円
、
月
会
費
２
千
５

百
円
。
�
下
田
０
９
０
（
７
７

２
３
）
８
８
０
３

★
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

だ

る
ま
ク
ラ
ブ　

土
曜
日
午
前
９

時
ま
た
は　

時
か
ら
。
萩
山
公

１１

園
・
大
沼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
。

月
会
費
５
百
円
。
�
川
合　
０４２

（
３
４
７
）
６
７
２
３

★
大
正
琴　

ア
カ
シ
ア　

第 

１
・
３
土
曜
日
午
後
１
時
〜
３

時　

分
。
喜
平
地
域
セ
ン
タ

３０
ー
。
月
会
費
２
千
円
。
�
平
沢

　

（
３
２
１
）
８
４
７
５

０４２

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ������������������������������������

掲
載
希
望
団
体
は
秘
書
広

報
課
、
公
民
館
利
用
団
体

は
各
公
民
館
へ

▽
政
治
、
宗
教
、
営
利
不

可
▽
先
着
順
で
受
付
▽
添

削
あ
り
▽
掲
載
後
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す

秘
書
広
報
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
５

自
治
基
本
条
例

自
治
基
本
条
例
�

シ
リ
ー
ズ

「
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
条

例
に
し
た
ら
い
い
の
か
」、

「
そ
の
際
の
論
点
、
争
点
は

何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
討

議
を
し
ま
し
た
。

�
第
４
回
市
民
の
会
議
（
３

月　

日
の
午
後
７
時
か
ら
、

１６
参
加
者　

人
）

３２

　

３
つ
の
部
会
ご
と
に
、
前

回
ま
で
に
出
さ
れ
た
意
見
を

も
と
に
、「
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
条
例

に
し
た
ら
い
い
か
、
条
例
で

何
を
検
討
す
れ
ば
い
い
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
討
議
を
し

ま
し
た
。

問
合
せ　

企
画
政
策
部
自
治

基
本
条
例
担
当
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
８
２

報
グ
ル
ー
プ
と
起
草
グ
ル
ー

プ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
グ
ル
ー
プ
で
は
、
現

在
、
自
治
基
本
条
例
に
関
す

る
ニ
ュ
ー
ス
発
行
の
準
備

や
、
市
民
の
会
議
独
自
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
の
準
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。
起
草
グ

ル
ー
プ
で
は
、
条
例
案
の
骨

子
や
構
成
の
検
討
、
起
草
な

ど
を
行
い
ま
す
。
現
在
は
、

自
治
基
本
条
例
に
関
す
る
勉

強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
第
３
回
市
民
の
会
議
（
３

月
２
日
の
午
後
７
時
か
ら
、

参
加
者　

人
）

３０

　

３
つ
の
部
会
ご
と
に
、

「
ど
ん
な
市
に
し
た
い
か
」、

�
市
民
の
会
議
の
構
成

　

市
民
の
会
議
で
は
、現
在
、

３
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
自

治
基
本
条
例
に
つ
い
て
の
討

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
部
会

の
ほ
か
に
、
運
営
委
員
会
、

作
業
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

運
営
委
員
会
は
、
会
議
の

運
営
方
法
の
検
討
、
議
案
の

取
り
ま
と
め
な
ど
、
市
民
の

会
議
の
運
営
に
必
要
な
事
項

を
担
当
し
ま
す
。

　

作
業
グ
ル
ー
プ
に
は
、
広

市

民

の

会

議

で

話
し
合
っ
て
い
る
こ
と
�

　

平
成　

年
度
予
算
が
市
議
会

１９

３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別

会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
、
８
百　

億
７
千
百　

万
円

７９

１０

で
す
。

す
。

　

ま
た
、
教
育
費
で
は
、
校
舎

の
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
と
と

も
に
、
安
全
・
安
心
の
た
め
に

小
学
校
に
学
校
安
全
警
備
員
を

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

千
７
百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。

�
歳
出
（
目
的
別
）

　

保
健
・
福
祉
（
民
生
費
）
で

は
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

の
継
続
的
な
拡
大
や
障
害
者
就

労
支
援
の
推
進
な
ど
、
子
育
て

支
援
や
福
祉
の
充
実
に
向
け
た

施
策
を
進
め
ま
す
。

平成１９年度の主な事業の概要平成１９年度の主な事業の概要
　

◆市民のちからで進化する
市民活動支援事業の推進　　　　　　　　　　　    ３９３万円
　市民活動団体の公募提案事業に対する補助制度など
自治基本条例づくりの推進　　　　　　　　　        ４３０万円
　自治体の理念や制度などを定める自治基本条例づくりを
市民の手により進めていくための支援
男女平等推進事業の充実　　　　　　　　　　　      ５６万円
　男女平等条例策定に向け、男女共同参画推進協議会での
検討など
農業振興事業の実施　　　　　　　　　　　　    　８６０万円
　シンボルマークを活用した直売の推進やブランド化の推
進など
商業振興事業の実施　　　　　　　　　　　　    ４,８０３万円
　空き店舗を活用した商店街の振興事業など
グリーンロード産業活性化事業の推進　　　　   　 ５６０万円
　齋藤素巖展示作品案内板の設置など

◆教育・文化・スポーツを振興する
耐震補強（大規模改造を含む）の実施　　　     ４億２,０９０万円
　十四小・四中校舎、四小・七小・十四小体育館で耐震補強工
事を、三小・十四小・四中校舎、四小・七小体育館で大規模改
造工事を実施

（新）校庭芝生化事業の実施　　　　　　　　　　    ８００万円
　十三小校庭芝生の夏芝による再生、維持管理体制の強化
（新）小学校へのスクールガード（学校安全警備員）の配置  ８９５万円
　校内や学校周辺の巡回を行う専門の警備員を小学校４校
に１人の割合で配置
教育支援体制の充実　　　　　　　　　　　　     １,３９１万円
　特別支援教育のための教員研修、専門家による各学校巡回
相談、小学校６校にスクールカウンセラーの派遣など

（新）コミュニティ・スクールの推進　　　　　　　    ６３万円
　六小に、保護者・地域住民が学校経営に参画する、学校経営
協議会を設置
小平地域教育サポート・ネットの充実　　　　　　    ３２万円
　ボランティア活動支援講座・コーディネーター養成講座な
どの開催を２校分拡大

（新）放課後子ども教室事業　　　　　　　　　　    ４６１万円
　四小・八小に、放課後の子どもの居場所を設け、地域住民と
の交流活動を実施

（新）多摩六都ヤング・ダンスフェスティバル（仮称）の開催
１１１万円

　多摩六都圏域の高校生によるダンスフェスティバルの開催
（新）平櫛田中彫刻美術館の活性化　　　　　　　    ２５８万円
　井原市立田中美術館所蔵作品の展示、平櫛田中作品の修理

◆次世代育成を拡充する
多摩・島しょ子ども体験塾事業の実施　　　　　 　 ８００万円
　児童館観劇会、よさこいスクールダンスフェスティバル、
親子でラフティング体験事業など１０事業を実施

（新）児童虐待防止事業の拡充　　　　　　　　    １，０５４万円
　子ども家庭支援センターに児童虐待など専門の相談室の
設置、虐待防止ワーカーの配置

（新）学童クラブ室の新設　　　　　　　　　　    ３，７５０万円
　十一小に６０人定員の学童クラブ室を新設
乳幼児医療費助成事業の拡充　　　　　　　　    １，５２５万円
　乳幼児にかかる医療費のうち自己負担分を助成する制度
で、所得制限撤廃対象を、現行の５歳未満児から義務教育
就学前の児童に拡大

（新）多様な保育サービスの推進　　　　　　　　    ６９９万円
　病後児保育を１か所、一時保育を２か所で実施
（新）認定こども園への移行　　　　　　　　　    １，２４７万円
　幼稚園と保育所を一体化した「認定こども園」創設に伴う、
市内幼稚園での開設準備・運営費補助など

◆健康福祉を充実する
（新）応急診療事業の充実　　　　　　　　　　　　  ８１万円
　健康センター内応急診療所で準夜診療（午後７時３０分～１０
時３０分）を３６５日実施、小児科医・内科医が常駐

（新）国民健康保険被保険者証のカード化　　　    ２，１６３万円
　平成１９年１０月から、世帯単位で発行している被保険者証を
カード化し、個人単位で発行

（新）通所介護等利用者助成事業の実施　　　　　    ４００万円
　通所介護、通所リハビリテーション、認知症対応型通所介
護利用者のうち低所得者への食費助成

（新）成年後見活用あんしん生活創造事業の実施    １，４５２万円
　認知症高齢者や知的障害者などのための権利擁護推進機
関の設置

（新）障害者地域自立生活支援（相談支援）センターの設置
１，０５６万円

　在宅障害者のための相談支援、生活サポートなどを行う
センターの設置

障害者グループホーム（ケアホーム）の拡充　　    １，４２３万円
　障害者グループホーム（ケアホーム）を１か所増設
（新）障害者就労支援の推進　　　　　　　　　    １，９０３万円
　就労・生活支援のための障害者就労支援センターの設置、
企業内通所授産事業への補助の拡大

◆都市基盤整備を推進する
小川町一丁目土地区画整理事業の実施　　　　　      １億円
　土地区画整理組合が行う造成工事などへの支援
小川駅西口地区再開発事業の推進　　　　　　　    ５４０万円
　準備組合設立に向けた活動費補助、コンサルタントによ
る設立支援など

都市防災総合推進事業（都市計画道路３・４・１０号線の整備）
２億９，０２１万円

　災害時の消防活動などを容易にするため、都市計画道路
３・４・１０号線の整備など

道路整備事業の実施　　　　　　　　　　    １億７，０００万円
　道路新設改良工事、道路維持補修工事、私道整備に対する助成
（新）桜堤跨線橋の補修　　　　　　　　　　　    ４，０００万円
　老朽化した橋のさび止め塗装、階段の補修、手すりの新設など
公共下水道雨水整備の推進　　　　　　　    ３億６，２９８万円
　雨水管渠築造工事などの実施
（新）コミュニティバスの新たな試行運行　　  　  １，９００万円
　新たな試行運行に対する運行経費補助と検証のためのフ
ォローアップ調査

◆安全・安心と快適環境を創出する
（新）小学校へのスクールガード（学校安全警備員）の配置
【再掲】　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ８９５万円
都市防災総合推進事業（都市計画道路３・４・１０号線の整備）
【再掲】　　　　　　　　　　　　　　　    ２億９，０２１万円
（新）（仮称）新小平駅北公園の整備　　　　    ３億４，２８４万円
　用地購入および地域住民の憩いの場としての整備
小川緑地の整備　　　　　　　　　　　　　　    １，５００万円
　用水を引き入れ、緑地と用水が一体となった親水的整備
（新）校庭芝生化事業の実施【再掲】　　　　　　　    ８００万円
（新）新エネ省エネ機器モニター助成制度の創設　    ３００万円
　新エネ省エネ機器設置者への助成、削減効果の報告・検証

◆行財政を再構築する
自治基本条例づくりの推進【再掲】　　　　　　        ４３０万円
土地開発公社所有地の取得　　　　　　　　　　　  １億円
　土地開発公社が所有する土地を購入
（新）行財政再構築プランの推進　　　　　　　　      ２２万円
　（仮称）行財政再構築推進委員会の設置
（新）市政アドバイザー会議の設置　　　　　　　      １１万円
　市政全般について有識者による助言・提言など
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�
歳
入

　

市
税
で
は
、
税
源
移
譲
と
し

て
の
税
率
の
フ
ラ
ッ
ト
化
や
定

率
減
税
の
廃
止
な
ど
の
税
制
改

正
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ　

億
５
千
２
百
万

１６

円
の
増
収
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

一
方
、
税
源
移
譲
が
住
民
税

に
よ
り
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
所
得
譲
与
税
は　
１０

予
算
の
あ
ら
ま
し

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

億
９
百
万
円
の
皆
減
を
、
さ
ら

に
、
定
率
減
税
の
廃
止
に
伴
い

地
方
特
例
交
付
金（
減
税
分
）、

減
税
補
て
ん
債
で
８
億
４
千
３

百
万
円
の
減
を
見
込
み
、
税
制

改
正
な
ど
に
よ
る
収
入
分
と
し

て
は
２
億
円
の
減
を
見
込
み
ま

し
た
（
表
１
参
照
）。

　

ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
は
、

赤
字
債
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策

債
の
借
り
入
れ
を
抑
制
し
た
こ

と
や
、
用
地
購
入
に
充
て
る
市

債
の
減
な
ど
に
よ
り
、　

億
４

１１

　

都
市
基
盤
整
備
（
土
木
費
）

で
は
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
公
園
や
緑
地
の
整
備
を

図
る
な
ど
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
整
備
を
図
り
ま

料
が　

万
円
で
あ
る
た
め
、　

２４

１６

万
円
の
不
足
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
不
足
額
を
実
家
か
ら

の　

万
円
の
援
助
や
毎
月
２
万

１１
円
の
貯
金
の
取
り
崩
し
、
金
融

機
関
か
ら
の
毎
月
１
万
円
の
借

金
な
ど
で
補
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
こ
と
を
考
え
、
借
金

を
抑
え
た
り
、
家
の
リ
フ
ォ
ー

ム
や
家
電
の
購
入
を
控
え
た
り

と
努
力
は
し
て
い
ま
す
が
、
家

族
の
医
療
費
の
増
な
ど
に
よ

り
、
依
然
厳
し
い
家
計
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
欲
し
い
も
の

が
あ
っ
て
も
、
将
来
の
こ
と
を

考
え
て
、
で
き
る
だ
け
借
金
を

し
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
本
当

に
必
要
な
も
の
に
お
金
を
使
っ

て
い
る
か
な
ど
よ
く
考
え
る
な

ど
し
て
、
現
在
の
生
活
方
法
を

見
直
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

問
合
せ　

財
政
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
４

　

私
が
市
長
に
就
任
し
て
、
早

２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
間
、
公
約
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、

小
平
市
政
の
重
要
課
題
と
し
て

着
実
に
推
進
さ
せ
な
が
ら
、
平

成　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

１８
た
、
第
三
次
の
長
期
総
合
計
画

「
こ
だ
い
ら　

世
紀
構
想
」の
、

２１

新
し
い
施
策
体
系
に
基
づ
い
て

諸
事
業
を
計
画
的
に
展
開
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
１９

度
か
ら
は
、
今
後
の
行
財
政
運

営
の
指
針
と
な
り
ま
す
「
小
平

市
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
、
開
か
れ
た

透
明
性
の
高
い
小
平
市
の
実
現

の
た
め
、
全
力
で
取
り
組
む
決

意
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
社
会
全
体
を
見
る

と
、
企
業
業
績
は
好
調
に
推
移

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
も

の
の
、
家
計
部
門
へ
の
波
及
と

い
う
面
で
は
ま
だ
弱
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て

進
行
す
る
少
子
高
齢
化
を
見
通

し
な
が
ら
、
今
ま
で
の
延
長
線

上
で
は
な
い
行
政
・
財
政
の
再

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
行
政
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
自
治
体
が
財
政
破
綻
す
る

な
ど
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
し

た
。
財
政
の
健
全
性
な
く
し
て

行
政
は
あ
り
え
な
い
こ
と
か

ら
、
次
の
世
代
に
ツ
ケ
を
残
さ

な
い
た
め
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
努

力
を
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

常
に
心
が
け
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
成
立
し
た
地
方

分
権
推
進
法
に
関
連
し
て
自
治

体
と
し
て
の
意
見
を
強
く
発
信

し
て
い
く
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ

る
住
民
自
治
の
拡
充
と
い
う
、

自
治
の
現
場
に
託
さ
れ
た
課
題

に
対
し
て
、
地
方
自
治
体
み
ず

か
ら
が
強
い
意
志
で
改
革
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
展
望

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

性
、
そ
し
て
安
定
性
に
も
配
慮

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
次
の
３

点
を
重
点
に
置
い
て
、
市
政
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
１
は
、
市
民
活
動
支
援
・

市
民
参
加
の
推
進
、
第
２
は
、

計
画
に
基
づ
く
諸
事
業
の
着
実

な
推
進
、
第
３
は
、
行
財
政
の

再
構
築
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
、
平

成　

年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ

１９
き
ま
し
て
は
、
課
題
に
積
極
的

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
性
に
も
配
慮

を
し
な
が
ら
、
事
業
を
編
成
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
、
予
算
に

盛
り
込
み
ま
し
た
主
要
な
事
業

を
、
７
つ
の
柱
立
て
で
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。

１　

市
民
の
ち
か
ら
で
進
化
す

る
　

自
治
基
本
条
例
づ
く
り
の
推

進
と
し
て
、
引
き
続
き
市
民
に

よ
る
条
例
案
づ
く
り
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
市
民
活
動
団
体
に
対
し
て

公
募
の
事
業
補
助
制
度
な
ど
を

実
施
す
る
な
か
で
、
市
民
の
自

立
的
な
活
動
へ
の
支
援
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
男
女

平
等
推
進
事
業
と
し
て
、
男
女

平
等
条
例
の
策
定
に
向
け
た
検

討
を
行
う
ほ
か
、
グ
リ
ー
ン
ロ

ー
ド
産
業
活
性
化
の
取
り
組
み

の
い
っ
そ
う
の
推
進
、
農
業
・

商
業
活
動
の
振
興
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

２　

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

を
振
興
す
る

　

学
校
施
設
の
耐
震
補
強
お
よ

び
改
修
を
は
じ
め
と
し
た
施
設

整
備
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
拡
充
や
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
新
た
な
導
入
な

ど
、
教
育
環
境
の
整
備
を
計
画

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
の
推
進
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進
や

小
平
地
域
教
育
サ
ポ
ー
ト
・
ネ

ッ
ト
の
充
実
な
ど
を
図
る
と
と

も
に
、
放
課
後
や
土
曜
日
の
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３　

次
世
代
育
成
を
拡
充
す
る

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
、
所

得
制
限
な
し
に
就
学
前
ま
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま

た
、
病
後
児
保
育
や
一
時
保
育

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
と
も

に
、
新
た
に
幼
稚
園
と
保
育
所

を
一
体
化
し
た
総
合
施
設
と
し

て
創
設
さ
れ
る
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
補
助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。さ
ら
に
、子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
で
、
新
た
に
児
童
虐

待
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
と
と
も
に
、
育
児

支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
な
ど

の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に

よ
り
、
次
世
代
育
成
の
積
極
的

展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

４　

健
康
福
祉
を
充
実
す
る

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す

べ
て
の
世
代
の
健
康
福
祉
を
進

め
る
た
め
、
３
百　

日
、
同
じ

６５

場
所
で
準
夜
診
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
応
急
診
療
事
業
を

充
実
す
る
な
ど
地
域
医
療
体
制

を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
介
護
保
険
の
充
実
や
、
障

害
者
の
自
立
支
援
・
就
労
支
援

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
認

知
症
高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど

の
た
め
の
成
年
後
見
活
用
あ
ん

し
ん
生
活
創
造
事
業
を
実
施

し
、
地
域
で
の
自
立
し
た
生
活

を
促
進
し
て
い
く
た
め
の
支
援

に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

５　

都
市
基
盤
整
備
を
推
進
す

る
　

多
く
の
人
々
が
快
適
で
便
利

な
都
市
生
活
を
享
受
で
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
活
発
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
市
街
地
の
整

備
、
都
市
計
画
道
路
や
市
道
、

ま
た
公
共
下
水
道
整
備
な
ど
、

ま
ち
の
基
盤
を
整
備
し
て
い
く

事
業
を
、
積
極
的
、
継
続
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

６　

安
全
・
安
心
と
快
適
環
境

を
創
出
す
る

　

小
平
市
と
し
て
の
「
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
た
め
、
防
災
・
防
犯
体
制
の

さ
ら
な
る
充
実
、
小
学
校
へ
の

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
「
学
校
安
全

警
備
員
」
の
配
置
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
の
環
境

整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
公
園

の
整
備
や
用
水
を
引
き
込
ん
だ

親
水
と
一
体
と
な
っ
た
緑
地
の

整
備
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

７　

行
財
政
を
再
構
築
す
る

　

自
治
基
本
条
例
づ
く
り
と
し

て
、
市
民
の
手
に
よ
る
自
治
の

基
本
ル
ー
ル
の
検
討
を
さ
ら
に

進
め
る
と
と
も
に
、
情
報
技
術

の
積
極
的
な
活
用
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
、行
財
政
の
仕

組
み
の
再
構
築
と
行
政
の
役
割

の
見
直
し
を
着
実
に
進
め
る
た

め
、
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
新
年
度
は
さ

ま
ざ
ま
な
改
革
に
着
手
し
て
、

市
民
参
画
や
地
域
協
働
を
推
進

し
、
小
平
市
の
新
し
い
行
財
政

を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
主
要
な
事
業
に
つ
き

ま
し
て
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、

小
平
市
民
に
と
っ
て
、
よ
り
住

み
や
す
く
、
訪
れ
る
人
に
と
っ

て
は
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
り
ま

す
よ
う
、
ま
た
、
躍
動
感
の
あ

る
、
進
化
す
る
ま
ち
、
小
平
と

な
り
ま
す
よ
う
、
全
力
を
あ
げ

ま
し
て
市
政
運
営
に
当
た
っ
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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▽
み
ど
り
体
験
交
流
事
業　

里

の
体
験
（
東
大
和
市
）

と　

き　

４
月　

日
（
土
）　

１４

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

東
大
和
市
郷
土
博
物

館
お
よ
び
多
摩
湖
（
村
山
貯
水

池
）（
玉
川
上
水
駅
集
合
）

定　

員　
　

人
３０

内　

容　

狭
山
丘
陵
の
自
然
観

察
、
多
摩
湖
で
水
道
教
室

申
込
み
期
限　

４
月
８
日（
日
）

▽
み
ど
り
体
験
交
流
事
業　

里

の
体
験
（
あ
き
る
野
市
）

と　

き　

４
月　

日
（
土
）　

２８

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

あ
き
る
野
市
横
沢
入

里
山
保
全
地
域
（　

武
蔵
増
戸

ＪＲ

駅
集
合
）

定　

員　
　

人
５０

内　

容　

昆
虫
博
士
と
水
辺
の

生
き
物
探
し
ほ
か

申
込
み
期
限　

４
月　

日（
日
）

１５

 
対　

象　

都
内
在
住
の
小
学
４

年
〜
中
学
１
年
生

費　

用　

５
百
円

申
込
み　

申
込
み
期
限
ま
で

�
�
共　

通
�
�

（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
に

代
表
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
参
加
希
望
者
の
氏

名
・
学
年
・
性
別
、
保
護
者
の

氏
名
、
代
表
者
の
氏
名
（
グ
ル

ー
プ
で
参
加
の
場
合
）
を
記
入

の
う
え
、「
み
ど
り
体
験
交
流

事
業
（
里
の
体
験
○
○
市
）」

係
（
〒　

�
８
６
９
１　

豊
島

１７０

郵
便
局
私
書
箱　

号
）
へ
（
申

５７

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

数
日
後
に
結
果
を
通
知
）

問
合
せ　

み
ど
り
体
験
交
流
事

業
事
務
局
�　

（
５
９
４
９
）

０３

１
３
５
６
、
�　

（
５
３
９

０３

６
）
８
１
４
２

 　

費
用
、
対
象
、
保
育
の
有
無
、

申
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
津
田
塾
大
学

公

開

講

座

▽
総
合
２
０
０
７　

現
代
社
会

は
私
た
ち
を
幸
せ
に
す
る
の
か

と　

き　

▽
前
期
…
４
月　

日
１２

〜
７
月　

日
の
木
曜
日

１２

▽
後
期
…
９
月　

日
〜
平
成　

２０

２０

年
１
月　

日
の
木
曜
日

１０

▽
女
性
学

と　

き　

▽
前
期
…
４
月　

日
１１

〜
７
月　

日
の
水
曜
日

１８

▽
後
期
…
９
月　

日
〜
平
成　

２５

２０

年
１
月
８
日
の
火
曜
日

問
合
せ　

津
田
塾
大
学
教
務
課

�　

（
３
４
２
）
５
１
３
０

０４２
�
津
田
塾
大
学
交
流
館
プ
ロ
グ

ラ
ム

▽
英
文
で
読
む
名
作
童
話　

幸

福
の
王
子
ほ
か

と　

き　

５
月　

日
〜
６
月
７

２４

日
の
木
曜
日　

全
３
回

問
合
せ　

津
田
梅
子
記
念
交
流

館
事
務
室
�　

（
３
４
２
）
５

０４２

１
４
６
、
�f

o
r
u
m
@
t
s
u
d
a
.

a
c
.
j
p

�
嘉
悦
大
学

▽
英
会
話
上
級

と　

き　

４
月　

日
（
土
）
〜

２８

　

月
１
日
（
土
）　

全　

回

１２

１７

▽
パ
ソ
コ
ン
で
作
る
楽
し
い
生

活
小
物

と　

き　

６
月
２
日
（
土
）
〜

　

日
（
土
）　

全
４
回

２３問
合
せ　

嘉
悦
大
学
地
域
・
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
�
０
４
２

（
４
６
６
）
１
７
１
３
、
�kk

ouryu@kaetsu.ac.jp

�
一
橋
大
学
（
春
季
）　

▽
社
会
現
象
の
数
理

と　

き　

５
月　

日
〜
６
月　

１９

１６

日
の
土
曜
日　

全
５
回

▽
市
民
社
会
論　

思
想
・
理
論
・

現
代
的
課
題

と　

き　

５
月　

日
〜
６
月　

１９

１６

日
の
土
曜
日　

全
５
回

問
合
せ　

一
橋
大
学
総
務
企
画

課
�
０
４
２
（
５
８
０
）
８
０

１
０
、
�k

-
k
o
u
z
a
@
a
d
.
h
i
t

-
u
.
a
c
.
j
p

  　

新
入
社
員
は
、
消
火
器
・
避

難
器
具
な
ど
の
位
置
、
避
難
経

路
と
な
る
階
段
や
施
設
な
ど
の

位
置
も
十
分
に
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
。
１
１
９
番
通
報
や
初
期

消
火
・
避
難
誘
導
な
ど
が
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
自
衛
消

防
訓
練
な
ど
、
防
災
教
育
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

�　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２ 新

入

社

員

に

防

災

教

育

を

一般会計予算の内訳

オ
ー
ル
東
京　

市
区
町
村
共
同
事
業

62

小
平
市
長　

小
林
正
則

【表２】小平家の家計簿

毎月の支出毎月の収入

９万円家族の医療費（扶助費）２４万円給料（市税）

８万円食費（人件費）１１万円実家からの援助（国・都支
出金、地方譲与税など）

７万円光熱水費、電話代、生
活雑貨費（物件費）２万円貯金の取り崩し

（繰入金）

５万円自治会費（補助費）１万円金融機関からの借金
（市債）

５万円子どもへの仕送り
（繰出金）１万円先月から繰り越した

財布の中身（繰越金）

４万円ローンの返済
（公債費）１万円古物売り払い、株式

配当など（その他）

１万円家のリフォーム、家電の
購入（普通建設事業費）

１万円その他（積立金など）
４０万円支出計４０万円収入計

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決まままままままままままままままままままままままままるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる平成１９年度予算決まる

小平市の財政指標
平成１７年度
東京都２６市平均

平　成
１７年度

平　成
１８年度

平　成
１９年度説　　　　　明項　目

１．０２０．９９７１．０２９※１．０５５単年度で１を超える財政力があると交付税が交付されません。
小平市は平成１７年度から交付税の不交付団体になりました。

財政力指数
（３年平均）

９０．７９４．３※９３．７※９６．９財政構造の弾力性を示します。数値の高い小平市は、事
業を見直しながら新規事業に取り組む必要があります。

経常収支
比率（％）

１１．２１２．１※１１．７※１１．０
税などの収入のうちどれだけの割合を借金返済に充
てているかを示す指標。数値は減少していますが、
まだ高い数値です。

実質公債費
比率（３年
平均）（％）
※は推計値です。

【表１】税制改正などによる収入への影響額
対前年度増減額説　　明項　　目

＋１６億５，２００万円
税制改正による個人住民
税の増、家屋の新・増築に
よる固定資産税の増など

市　税

△１０億９００万円所得税から住民税への
税源移譲により廃止所得譲与税

△８億４，３００万円定率減税の廃止によ
り減額

地方特例交付金、
減税補てん債

△２億円合　　　計

対前年度比較平成１８年度平成１９年度区　　　分 増減率増減額
△２．３△１，１４４，０００４９，６６０，０００４８，５１６，０００一 般 会 計
１１．２１，５４０，５００１３，８１６，０００１５，３５６，５００国民健康保険事業

特
別
会
計

△１．５△１５５，４００１０，６１１，８００１０，４５６，４００老 人 保 健
５．０３６８，６００７，３５９，５００７，７２８，１００介 護 保 険 事 業
△１．７△８９，２００５，２３１，７００５，１４２，５００下 水 道 事 業
△３３．８△３９３，４００１，１６５，０００７７１，６００受 託 水 道 事 業
０．１１２７，１００８７，８４４，０００８７，９７１，１００合　　計

平成１９年度当初予算額 （単位：千円・％）

配
置
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
職
員
数
や
各
種
手
当

を
は
じ
め
、
補
助
金
や
事
務
事

業
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行

い
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営

を
目
指
し
、
事
業
や
経
費
を
徹

底
し
て
見
直
し
ま
し
た
。

 　

平
成　

年
度
予
算
を
、「
小

１９

平
家
の
家
計
」
に
例
え
て
み
ま

し
た
。
収
入
・
支
出
と
も
に
、

一
般
会
計
の
予
算
額
の
ほ
ぼ
１

万
分
の
１
に
置
き
換
え
ま
し
た

（
表
２
参
照
）。

　

小
平
家
で
は
、
毎
月
の
生
活

に　

万
円
が
必
要
で
す
が
、
給

４０ 小
平
家
の
家
計
簿
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小平市の基金と借金の残高見込み

平成１８年度平成１９年度

１０２億３，０２８万円９５億２，８３７万円積立基金

６４０億９，６４６万円６００億７８万円※市債など

※一般会計のほかに、下水道特別会計、小平
市土地開発公社を含む。

緑
と
住
み
や
す
さ
を
大
切
に　

さ
ら
に
自
立
し

活
力
あ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

��
��
��
��
��
��

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
ににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててててててててててて

平
成　

年
度
予
算
に
つ
い
て

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９１９
予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算総総総総総総総総総総総総額額額額額額額額額額額額 ８８８８８８８８８８８８７７７７７７７７７７７７９９９９９９９９９９９９予算総額　８７９億億億億億億億億億億億億７７７７７７７７７７７７,,,,,,,,,,,,１１１１１１１１１１１１億７,１１１１１１１１１１１１１００００００００００００万万万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円円円１０万円

（新）は新規事業、表示の無いものは継続事業です。


